
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
事
件
に
み
る
命
名
の
自
由
と
そ
の
限
界

宮

崎

幹

朗

四三ニー
は
じ
め
に

悪
魔
ち
ゃ
ん
事
件
の
経
過

悪
魔
ち
ゃ
ん
事
件
の
法
的
問
題
点

親
の
命
名
の
権
利
と
そ
の
制
限

名
に
関
す
る
法
的
規
制
と
戸
籍
事
務
管
掌
者
の
審
査
権

お
わ
り
に
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説論

は
じ
め
に

　
一
九
九
四
年
一
月
一
三
日
ま
た
は
一
四
日
付
け
の
各
新
聞
は
、
東
京
都
昭
島
市
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
り
、
家
庭
裁

判
所
で
争
わ
れ
て
い
る
旨
を
報
道
し
た
。
つ
ま
り
、
子
に
「
悪
魔
」
と
名
を
付
け
た
出
生
届
出
に
対
し
て
、
市
は
い
っ
た
ん
そ
の
届
出

を
受
け
付
け
、
戸
籍
に
記
載
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
そ
の
名
が
社
会
通
念
上
問
題
が
あ
る
と
し
て
戸
籍
上
の
「
悪
魔
」
と
い
う
名
を
抹

消
し
て
、
両
親
に
名
前
の
変
更
を
し
て
別
の
名
前
を
届
け
出
る
よ
う
に
指
導
し
、
こ
れ
を
両
親
の
側
が
拒
否
し
て
、
家
庭
裁
判
所
に
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

服
申
し
立
て
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
が
閣
僚
懇
談
会
で
も
話
題
と
な
り
、
当
時
の
三
ケ
月
法
務
大
臣

も
「
悪
魔
」
と
い
う
名
は
親
の
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
と
発
言
し
た
こ
と
も
報
道
さ
れ
、
さ
ら
に
、
中
国
で
も
英
字
新
聞
が
こ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

件
を
伝
え
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
社
会
的
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
東
京
家
庭
裁
判
所
八

王
子
支
部
は
一
月
三
一
日
に
、
「
悪
魔
」
と
い
う
名
は
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
り
、
違
法
と
し
な
が
ら
も
、
市
が
い
っ
た
ん
受
理
し
た
以

上
、
戸
籍
の
名
の
抹
消
を
お
こ
な
う
に
は
法
定
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
経
ず
に
な
さ
れ
た
抹
消
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

空
欄
に
な
っ
て
い
る
名
の
欄
に
「
悪
魔
」
と
い
う
名
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
一
方
で
「
悪
魔
」
が
違
法
と
さ
れ
な
が
ら
、
他

方
で
「
悪
魔
」
と
戸
籍
に
記
載
せ
よ
と
い
う
し
ろ
う
と
に
は
分
か
り
に
く
い
審
判
の
結
論
も
あ
っ
て
、
一
層
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
が
世
間

の
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
民
法
上
は
人
の
名
に
つ
い
て
何
ら
の
規
定
も
な
く
、
戸
籍
法
上
は
子
の
名
に
関
す
る
制
限
は
そ
の
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
文
字
・

漢
字
の
範
囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
確
か
に
「
悪
魔
」
と
い
う
名
が
法
律
上
許
さ
れ
な
い
と
す
る

理
由
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
悪
魔
」
と
い
う
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
人
の
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
の
か
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「悪魔ちゃん」事件にみる命名の自由とその限界

と
い
う
疑
問
を
生
じ
さ
せ
た
。
他
方
、
子
の
名
に
つ
い
て
行
政
的
な
介
入
が
こ
こ
ま
で
必
要
か
と
い
う
疑
問
も
ま
た
指
摘
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
問
題
が
単
に
社
会
的
な
反
響
を
呼
ん
だ
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
法
務
大
臣
が
人
名
に
つ
い
て
の

基
準
の
構
築
の
可
否
を
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
法
律
的
に
も
重
大
な
問
題
と
し
て
受
け
と
め
ら

　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
た
わ
け
で
あ
る
。
確
か
に
、
従
来
、
子
の
名
へ
の
法
的
規
制
の
在
り
方
や
親
の
命
名
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
事
件
が
多
く
の
研
究
者
や
実
務
家
の
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
引
き
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
か
な
り
綿
密
な
検
討
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
参
考
に
し
て
、
「
悪
魔
ち
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ん
」
事
件
の
法
的
問
題
を
整
理
し
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　
（
1
）
　
読
売
新
聞
一
九
九
四
年
一
月
＝
二
日
［
一
四
版
］
記
事
、
毎
日
新
聞
一
月
＝
二
日
夕
刊
［
四
版
］
記
事
、
朝
日
新
聞
一
月
一
四
日
［
一
四
版
］
記
事
、

　
　
愛
媛
新
聞
一
月
一
四
日
記
事
参
照
。

　
（
2
）
毎
日
新
聞
一
月
一
四
日
夕
刊
［
四
半
］
記
事
、
愛
媛
新
聞
一
月
一
五
日
記
事
な
ど
。
毎
日
新
聞
一
月
一
六
日
目
一
四
版
］
記
事
で
は
、
「
「
悪
魔
一
君
裁

　
　
　
判
　
中
国
で
も
報
道
」
と
題
し
て
中
国
の
英
字
新
聞
が
「
日
本
の
父
親
　
名
付
け
で
残
酷
な
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
（
3
）
愛
媛
新
聞
二
月
二
日
号
記
事
、
判
例
時
報
一
四
八
六
号
五
六
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
四
四
号
七
五
頁
参
照
。
な
お
、
各
新
聞
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
審
判

　
　
　
は
二
月
一
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
日
付
は
一
月
三
一
日
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
4
）
　
一
月
一
四
日
の
閣
僚
懇
談
会
に
お
け
る
佐
藤
自
治
大
臣
の
基
準
の
検
討
依
頼
に
対
し
て
、
三
ケ
月
法
務
大
臣
が
法
的
根
拠
と
し
て
何
ら
か
の
価
値
評

　
　
　
価
基
準
が
必
要
で
は
な
い
か
と
し
て
法
務
省
民
事
局
で
検
討
す
る
と
し
た
。
し
か
し
、
法
務
省
で
は
、
親
の
命
名
権
へ
の
行
政
的
介
入
は
極
力
避
け
る
べ

　
　
　
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
一
般
的
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
つ
い
て
命
名
権
の
濫
用
か
ど
う
か
を
判
断
す

　
　
　
る
し
か
な
い
と
い
う
態
度
を
示
し
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
名
の
受
理
を
拒
否
で
き
る
か
に
つ
い
て
の
通
達
を
見
送
る
こ
と
に
し
た
と
報
道
さ
れ
た
（
愛
媛

　
　
　
新
聞
一
九
九
四
年
一
月
一
五
日
記
事
参
照
）
。
こ
れ
を
受
け
て
、
三
ケ
月
法
務
大
臣
は
一
月
二
一
日
の
閣
議
終
了
後
の
記
者
会
見
で
、
価
値
評
価
の
か
ら

　
　
　
む
問
題
に
行
政
が
一
律
の
基
準
を
作
る
の
は
難
し
い
と
述
べ
て
、
命
名
の
基
準
作
成
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
法
務
省
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
朝
日
新
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説論

　
　
聞
一
月
二
一
日
夕
刊
［
四
版
］
記
事
、
毎
日
新
聞
一
月
二
一
日
夕
刊
［
四
相
］
記
事
参
照
。

（
5
）
　
改
名
に
つ
い
て
触
れ
た
文
献
は
多
い
が
、
命
名
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
戒
能
通
孝
「
子
を
命
名
す
る
権
利
と
義
務
」
穂
積
重
遠
追

　
　
悼
「
家
族
法
の
諸
問
題
」
（
有
斐
閣
、
一
九
五
二
年
）
三
二
九
頁
、
田
中
実
「
命
名
の
法
理
」
慶
応
義
塾
大
学
法
学
研
究
三
七
巻
｝
○
号
（
一
九
六
四
年
）

　
　
一
頁
、
高
橋
豊
治
「
命
名
と
名
の
変
更
」
戸
籍
二
八
七
号
（
一
九
七
〇
年
）
一
頁
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
6
）
　
悪
魔
ち
ゃ
ん
事
件
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
野
田
愛
子
「
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
の
子
供
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
｝
〇
四
二
号
七
〇
頁
（
一
九
九
四
年
）
、
加
藤

　
　
一
郎
「
『
悪
魔
」
騒
ぎ
を
考
え
る
1
子
の
命
名
を
め
ぐ
っ
て
一
」
法
学
教
室
一
六
四
号
九
六
頁
（
一
九
九
四
年
）
、
三
村
芙
美
子
「
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」

　
　
命
名
事
件
に
寄
せ
て
」
亜
細
亜
法
学
二
九
巻
一
号
一
八
三
頁
（
一
九
九
四
年
）
、
中
川
淳
「
子
供
の
名
前
1
「
悪
魔
一
く
ん
命
名
事
件
」
法
律
の
ひ
ろ

　
　
ば
四
七
巻
三
号
七
四
頁
（
一
九
九
四
年
）
、
同
「
「
悪
魔
」
と
命
名
す
る
こ
と
は
命
名
権
の
濫
用
と
い
え
る
か
」
判
例
評
論
四
二
九
号
六
七
頁
（
判
例
時
報

　
　
一
五
〇
三
号
二
二
九
頁
、
一
九
九
四
年
目
、
足
立
哲
「
「
悪
魔
」
ち
ゃ
ん
事
件
顛
末
記
」
民
事
法
情
報
九
一
号
四
頁
（
一
九
九
四
年
）
、
倉
田
卓
次
「
「
悪
魔
」

　
　
と
い
う
名
前
」
法
令
ニ
ュ
ー
ス
ニ
九
巻
三
号
一
四
頁
（
一
九
九
四
年
）
、
同
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
再
論
」
法
令
ニ
ュ
ー
ス
ニ
九
巻
五
号
一
四
頁
（
噸
九
九
四
年
）
、

　
　
村
重
慶
一
「
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
を
職
権
で
抹
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
一
「
悪
魔
」
ち
ゃ
ん
事
件
審
判
」
戸
籍
時
報
四
三
八
号
四
六
頁
（
一
九
九

　
　
四
年
）
、
大
里
知
彦
「
「
人
名
」
に
つ
い
て
考
え
る
一
「
悪
魔
」
ち
ゃ
ん
騒
動
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
一
」
戸
籍
六
二
三
号
二
七
頁
（
一
九
九
四
年
）
、

　
　
石
川
稔
「
「
悪
魔
」
と
命
名
す
る
こ
と
が
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
か
」
『
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
南
1
0
」
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
五
年
）
八
六
頁
、
な

　
　
ど
が
あ
る
。
な
お
、
板
垣
英
憲
『
姓
名
と
日
本
人
一
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
の
問
い
か
け
」
（
D
H
C
出
版
、
「
九
九
四
年
）
も
あ
る
。

（
7
）
　
本
稿
で
は
さ
ら
に
こ
の
問
題
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
社
会
的
要
因
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
。
特
に
、
審
判
の
申
立
人
で
あ

　
　
つ
た
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
の
名
前
に
こ
だ
わ
っ
た
父
親
の
法
行
動
に
注
目
し
た
上
で
、
こ
の
行
動
へ
の
評
価
の
検
討
を
試
み
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
父

　
　
親
の
一
連
の
行
動
を
法
シ
ス
テ
ム
（
行
政
、
裁
判
所
）
へ
の
働
き
か
け
と
い
う
面
か
ら
分
析
し
て
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
紙

　
　
面
の
関
係
も
あ
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
後
日
の
機
会
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
「
法
行
動
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
六
本
佳
平
「
法
社

　
　
会
学
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
半
二
三
三
頁
以
下
、
宮
澤
節
生
「
法
過
程
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
（
信
山
社
、
一
九
九
四
年
）
七
頁
以
下
参
照
。
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一
　
悪
魔
ち
ゃ
ん
事
件
の
経
過

「悪魔ちゃん」事件にみる命名の自由とその限界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
事
件
の
経
過
を
新
聞
等
の
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
と
審
判
文
か
ら
、
追
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
九
三
年
八
月
二
日
に
、
子
の
父
親
が
昭
島
市
役
所
に
対
し
て
「
悪
魔
」
と
い
う
名
が
受
理
さ
れ
る
か
ど
う
か
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
市
役
所
の
係
員
は
「
悪
」
も
「
魔
」
も
人
名
漢
字
表
に
あ
る
の
で
受
理
に
支
障
は
な
い
と
回
答
し
た
。
そ
こ
で
、
同
月
＝
日

父
親
が
「
悪
魔
」
名
の
出
生
届
を
提
出
し
、
市
役
所
の
係
員
は
こ
れ
を
受
け
付
け
た
。
翌
一
二
日
昭
島
市
役
所
の
戸
籍
課
職
員
の
間
で

「
悪
魔
」
と
い
う
名
に
疑
問
が
出
さ
れ
、
戸
籍
課
か
ら
上
級
監
督
庁
で
あ
る
東
京
法
務
局
八
王
子
支
局
に
受
理
の
許
否
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
問
題
は
な
い
と
い
う
回
答
を
得
て
、
戸
籍
に
「
悪
魔
」
と
記
載
し
た
。
＝
二
日
に
な
り
、
東
京
法
務
局
八
王
子
支

局
か
ら
、
慣
例
に
よ
り
記
載
の
翌
日
に
押
印
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
事
項
欄
末
尾
の
市
長
印
の
押
捺
を
し
な
い
よ
う
に
と
の
指
示
が

あ
り
、
昭
島
市
役
所
戸
籍
課
は
再
度
協
議
し
た
結
果
、
「
悪
魔
」
の
名
の
受
理
手
続
き
の
完
成
を
保
留
す
る
こ
と
に
し
、
正
式
に
法
務
局

へ
処
理
伺
い
を
出
す
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
法
務
局
八
王
子
支
局
長
宛
に
昭
島
市
長
名
の
「
出
生
届
処
理
伺
い
」
と
い
う
文
書

を
同
月
一
七
日
付
け
で
送
付
し
、
指
示
を
求
め
た
。
同
年
九
月
二
八
日
、
東
京
法
務
局
八
王
子
支
局
長
よ
り
二
七
日
付
け
文
書
で
、
子

の
名
を
「
悪
魔
」
と
し
て
処
理
す
る
の
は
妥
当
で
な
く
、
届
出
人
に
新
た
な
名
を
追
完
さ
せ
、
届
出
人
が
こ
れ
に
応
じ
る
ま
で
の
間
は
、

名
未
定
の
出
生
届
と
し
て
扱
う
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
即
日
、
昭
島
市
長
は
、
そ
の
指
示
に
従
い
、
出
生

届
書
の
中
の
「
そ
の
他
」
の
欄
に
「
子
の
名
に
つ
い
て
は
、
東
京
法
務
局
八
王
子
支
局
長
の
指
示
に
よ
り
『
名
未
定
」
と
す
る
」
旨
の

付
箋
処
理
を
し
、
子
の
戸
籍
に
つ
き
、
記
載
さ
れ
て
い
る
出
生
事
項
に
「
名
未
定
」
の
文
字
を
加
入
し
、
ま
た
、
同
戸
籍
の
「
名
欄
」

に
記
載
さ
れ
た
「
悪
魔
」
の
文
字
に
つ
い
て
、
誤
記
を
原
因
と
し
て
朱
線
を
施
し
、
抹
消
の
各
手
続
き
を
お
こ
な
い
、
文
末
に
市
長
印
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の
押
捺
を
お
こ
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
一
〇
月
四
日
、
昭
島
市
長
か
ら
出
生
届
の
届
出
人
で
あ
る
子
の
父
親
に
対
し
て
、
出
生
子
の
名
の
追
完
を
求
め
る
催
告
書

を
送
付
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
父
親
は
同
月
中
旬
東
京
法
務
局
八
王
子
支
局
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
「
悪
魔
」
と
い
う
名
の
届
出
を

受
理
で
き
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た
が
、
こ
れ
に
納
得
が
い
か
ず
、
昭
島
市
長
の
出
生
届
不
受
理
処
分
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
を
お

こ
な
っ
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

　
父
親
側
の
主
張
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
悪
魔
」
と
い
う
名
は
、
戸
籍
法
五
〇
条
に
規
定
す
る
制
限
内
の
文
字
か
ら
な
っ
て
い
る
こ

と
、
子
に
対
し
て
明
ら
か
に
よ
い
影
響
を
与
え
、
一
度
聞
い
た
ら
二
度
と
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
最
高
の
概
念
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
主

張
し
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
受
理
手
続
き
を
完
成
さ
せ
て
、
「
悪
魔
」
名
の
戸
籍
へ
の
記
載
が
な
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
昭
島
市
長

が
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
は
違
法
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
一
度
受
理
さ
れ
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
名
を
法
定
の
手
続
き
を
経
ず
に
抹
消
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
意
味
で
も
昭
島
市
長
の
抹
消
処
分
は
承
服
で
き
ず
、
抹
消
前
の
記
載
を
復
活
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
昭
島
市
長
は
「
悪
魔
」
と
い
う
名
に
つ
い
て
は
、
社
会
通
念
か
ら
み
て
明
ら
か
に
不
適
当
で
あ
り
、
命
名
権
の
濫

用
に
も
当
た
り
、
戸
籍
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
、
使
用
を
許
す
べ
き
で
は
な
く
、
違
法
な
名
と
し
て
受
理
で
き
な
い
と
反
論
し
た
。
ま

た
、
出
生
届
は
受
理
済
み
で
あ
る
が
、
「
悪
魔
」
と
い
う
名
に
つ
い
て
は
違
法
と
し
て
未
受
理
状
態
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
、
身
分
事
項
欄
の
末
尾
に
市
長
印
の
押
捺
が
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
悪
魔
」
と
い
う
名
は
一
度
戸
籍
面
上
記
載
さ
れ
た

が
、
単
な
る
誤
記
と
し
て
抹
消
済
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
受
理
の
一
部
撤
回
が
な
さ
れ
、
名
の
部
分
が
未
受
理
で
戸
籍
の
記
載
が
な
い

状
態
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
、
手
続
き
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
強
調
し
た
。

　
以
上
ま
で
が
、
通
常
の
判
例
研
究
で
取
り
扱
う
べ
き
事
実
の
概
要
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
の
事
件
の
事
実
の
経
過

は
む
し
ろ
こ
れ
以
後
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
影
響
が
き
わ
め
て
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
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「悪魔ちゃん」事件にみる命名の自由とその限界

　
一
月
】
三
日
以
後
の
こ
の
争
い
の
報
道
の
後
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
、
四
日
の
閣
僚
懇
談
会
で
話
題
と
さ
れ
、
同
日
ミ
ケ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
＞

法
務
大
臣
の
記
者
会
見
で
の
「
命
名
権
の
濫
用
」
発
言
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
、
法
務
省
は
一
般
的
な
子
へ
の
命
名
基
準
を
構

築
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
少
な
く
と
も
命
名
は
全
く
の
親
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
悪
魔
」
と
い
う
よ
う
な
名
は
社
会

通
念
上
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
受
理
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
昭
島
市
役
所
の
態
度
を
認
容
す
る
姿
勢
を
み
せ
て
い
た
。

二
月
一
日
ま
た
は
二
日
に
東
京
家
庭
裁
判
所
の
審
判
が
報
道
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
も
、
各
新
聞
は
、
父
親
の
側
の
命
名
の
自
由
を
強
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）

す
る
態
度
や
主
張
を
報
道
す
る
な
ど
こ
の
問
題
に
関
す
る
報
道
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
単
に
当
事
者
の
主
張
を
報
道
す
る
に
と
ど
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
ず
、
コ
ラ
ム
的
に
取
り
上
げ
た
り
、
名
に
「
悪
」
や
「
魔
」
を
つ
け
ら
れ
て
悩
ん
だ
人
の
談
話
の
紹
介
な
ど
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
報
道
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
各
新
聞
の
投
書
欄
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
悪
魔
」
と
い
う
名
に
つ
い
て
の
賛
否
両
論
が
次
々
と
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
一
月
三
一
日
に
東
京
家
庭
裁
判
所
八
王
子
支
部
の
審
判
が
出
さ
れ
、
こ
の
結
論
が
各
新
聞
等
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
報
道

さ
れ
、
反
響
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
「
戸
籍
の
記
載
の
抹
消
が
違
法
と
い
う
の
は
納
得
で
き
な
い
」
と
い
う
昭

島
市
側
の
審
判
へ
の
コ
メ
ン
ト
や
両
親
の
側
の
「
悪
魔
と
い
う
名
が
違
法
と
い
う
の
が
納
得
で
き
な
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
も
付
い
て

審
判
が
詳
し
く
報
道
さ
れ
て
女
雛
。
審
判
以
後
も
各
新
聞
の
投
書
欄
、
社
説
な
ど
の
論
評
で
も
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
事
件
」
が
取
り
上
げ
鉱
紀
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ま
た
各
自
治
体
の
反
応
を
紹
介
す
る
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
中
で
世
間
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
そ
の
後
、
二
月
一
〇
日
に
昭
島
市
が
即
時
抗
告
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
事
件
の
法
的
決
着
は
上
級
審
判
庁
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
二
月
一
五
日
父
親
が
不
服
申
し
立
て
を
取
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裁
判
上
の
争
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

突
如
結
末
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
父
親
は
取
り
下
げ
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
れ

以
上
名
前
の
な
い
状
態
が
続
く
の
は
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
く
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
弁
護
士
費
用
な
ど
今
後
の
金
銭
面
で
の
負
担
が
大
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（
1
1
）

き
い
こ
と
。
第
三
に
、
争
い
ご
と
に
飽
き
た
こ
と
、
お
よ
び
家
族
の
精
神
的
疲
労
が
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
2
）

か
し
、
父
親
は
ま
だ
家
で
は
「
悪
魔
」
と
呼
ぶ
と
発
言
し
た
こ
と
も
報
道
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
三
月
に
は
父
親
が
子
の
名
を
「
阿
久
魔
」
と
名
付
け
た
い
旨
を
昭
島
市
に
伝
え
た
が
、
市
側
は
東
京
法
務
局
と
検
討
し
た

結
果
、
当
て
字
で
も
「
悪
魔
」
を
連
想
さ
せ
て
好
ま
し
く
な
い
と
判
断
し
て
、
父
親
に
説
明
し
た
と
い
う
経
緯
が
報
道
叡
濯
、
よ
う
や

く
五
月
三
〇
日
に
父
親
が
子
の
名
を
「
亜
駆
」
（
あ
く
）
と
し
て
届
出
を
お
こ
な
い
、
昭
島
市
が
こ
れ
を
受
理
し
、
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
事

　
　
　
　
　
（
1
4
＞

件
は
終
結
し
た
。

（
↓
　
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
判
例
時
報
｝
四
八
六
号
五
六
頁
以
下
参
照
。

（
2
）
読
売
新
聞
一
九
九
四
年
一
月
一
四
日
付
記
事
な
ど
。

（
3
）
　
た
と
え
ば
、
毎
日
新
聞
一
月
一
八
日
［
一
四
版
］
記
事
。

（
4
）
た
と
え
ば
、
朝
日
新
聞
「
月
二
二
日
［
＝
一
二
］
「
み
ん
な
の
Q
＆
A
」
、
朝
日
新
聞
一
月
二
〇
日
コ
四
二
］
記
事
。

（
5
）
　
新
聞
の
投
書
欄
へ
の
読
者
の
投
書
に
つ
い
て
は
、
父
親
の
常
識
を
疑
う
と
い
う
観
点
か
ら
親
の
身
勝
手
を
批
判
し
、
親
の
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
か

　
　
ら
、
市
の
態
度
は
当
然
と
い
う
趣
旨
の
も
の
と
、
子
の
名
前
に
ま
で
行
政
が
口
出
し
す
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
市
の
対
応
を
批
判
す
る
も
の
、
と
に
お
お

　
　
む
ね
二
分
さ
れ
る
。
こ
れ
は
新
聞
社
が
両
方
の
意
見
が
平
等
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
と
父
親
の
立
場
の
両
方
の
立

　
　
場
を
支
持
す
る
投
書
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
。
同
時
に
、
父
親
の
考
え
は
非
常
識
と
は
思
う
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
こ
ま
で
行
政
や
法
律
で
規
制

　
　
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
の
判
断
に
ま
か
せ
る
し
か
な
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
一
九
九
四
年
度
に
私
の
開
講
し
た
専
門
基
礎
演
習

　
　
（
二
年
生
対
象
）
お
よ
び
一
九
九
五
年
度
に
開
講
し
た
現
代
法
入
門
（
一
年
生
対
象
）
の
受
講
生
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
感
想
を
書
い
て
も
ら
っ
た
と

　
　
こ
ろ
、
こ
の
第
三
の
考
え
を
示
す
も
の
が
多
か
っ
た
。
名
前
そ
の
も
の
へ
の
評
価
と
法
的
手
続
き
の
問
題
を
分
け
て
考
慮
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
考
え
が

　
　
多
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
6
）
　
朝
日
新
聞
二
月
三
日
［
東
京
一
四
版
］
記
事
な
ど
。
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（
7
）
　
た
と
え
ば
、
朝
日
新
聞
二
月
二
日
＝
四
版
］
社
説
で
は
「
ボ
ク
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
だ
」
と
題
し
て
悪
魔
ち
ゃ
ん
事
件
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま

　
　
た
、
毎
日
新
聞
二
月
二
七
日
［
＝
版
］
日
曜
論
争
で
は
、
二
人
目
有
識
者
（
河
合
洋
、
人
見
康
子
の
両
氏
）
の
意
見
を
掲
載
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い

　
　
て
整
理
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
毎
日
新
聞
二
月
五
日
［
＝
二
版
］
新
聞
時
評
［
鈴
木
広
］
、
愛
媛
新
聞
二
月
二
七
日
「
奥
様
リ
ポ
ー
タ
ー
報
告
」

　
　
な
ど
参
照
。

（
8
）
　
朝
日
新
聞
二
月
二
日
［
東
京
一
四
版
］
記
事
。

（
9
）
　
朝
日
新
聞
二
月
一
一
日
口
四
版
］
記
事
な
ど
参
照
。

（
1
0
）
　
毎
日
新
聞
二
月
「
五
日
夕
刊
［
四
版
］
記
事
。

（
1
1
）
朝
日
新
聞
二
月
一
六
日
〔
東
京
一
四
版
］
記
事
、
読
売
新
聞
二
月
一
五
日
［
一
四
版
］
記
事
参
照
。

（
1
2
）
　
朝
日
新
聞
二
月
一
六
日
口
四
版
］
記
事
。

（
1
3
）
愛
媛
新
聞
三
月
一
六
日
記
事
、
毎
日
新
聞
三
月
一
六
日
［
一
四
版
］
記
事
。
倉
田
卓
次
元
裁
判
官
は
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
再
論
」
法
令
ニ
ュ
ー
ス
ニ
九
巻
五

　
号
｛
四
頁
に
お
い
て
、
最
初
か
ら
「
阿
久
魔
」
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
今
度
の
よ
う
な
問
題
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
1
4
）
　
読
売
新
聞
五
月
三
】
日
［
一
四
版
］
記
事
。

二
　
悪
魔
ち
ゃ
ん
事
件
の
法
的
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
の
事
件
に
関
す
る
法
的
問
題
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
親
の
命
名
行
為
に
対
す
る
行
政
的
介
入
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
。

第
二
に
、
子
に
「
悪
魔
」
と
命
名
す
る
こ
と
が
親
の
命
名
権
の
濫
用
と
な
る
か
ど
う
か
。
第
三
に
、
い
っ
た
ん
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
名

前
を
戸
籍
事
務
管
掌
者
が
職
権
で
抹
消
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
ら
三
点
が
今
回
の
事
件
で
争
わ
れ
た
。
こ
れ
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
て
、
東
京
家
庭
裁
判
所
八
王
子
支
部
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。
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第
一
の
問
題
に
つ
い
て
、
審
判
は
「
命
名
権
の
行
使
は
、
全
く
自
由
で
あ
り
、
一
切
の
行
政
に
よ
る
関
与
が
許
さ
れ
ず
、
放
置
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
す
る
の
は
相
当
で
な
く
、
そ
の
意
味
で
、
規
制
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
」
と
い
う
判
断
を
し
た
。

戸
籍
法
五
〇
条
一
項
は
「
子
の
名
に
は
、
常
用
平
易
な
文
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が

名
に
用
い
ら
れ
る
字
に
つ
い
て
、
常
用
漢
字
、
人
名
用
漢
字
、
変
体
仮
名
を
除
く
平
仮
名
ま
た
は
片
仮
名
の
使
用
に
限
定
し
、
一
定
の

制
限
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
限
り
で
は
、
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
に
つ
い
て
、
「
悪
」
も
「
魔
」
も
そ
れ
自
体
は
使
用
を
禁
じ
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
の
場
合
に
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
が
、
「
悪
魔
」
と
い
う
熟
語
の
意
味
・
内
容
に
立
ち
入
っ
て
、
職
権
に
よ
り
届
出
を
受
理
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
審
判
は
「
名
は
、
氏
と
一
体
と
な
っ
て
、
個
人
を
表
象
、
特
定
し
、
他
人
と
区
別
な
い
し
識

別
す
る
機
能
を
有
し
、
本
人
又
は
命
名
権
者
個
人
の
利
益
の
た
め
に
存
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
だ
け
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
い
。
即
ち
、
名
は
極
め
て
社
会
的
な
働
き
を
し
て
お
り
、
公
共
の
福
祉
に
も
係
わ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
社
会
通
念
に

照
ら
し
て
明
白
に
不
適
当
な
名
や
一
般
の
常
識
か
ら
著
し
く
逸
脱
し
た
と
思
わ
れ
る
名
は
、
戸
籍
法
上
使
用
を
許
さ
な
い
場
合
が
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
極
め
て
珍
奇
な
名
や
卑
狽
な
親
等
を
想
起
す
れ
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
改
名
お
よ
び
改
革
に
つ
い
て
の
家
庭
裁
判
所
の
許
可
要
件
と
し
て
「
正
当
な
事
由
」
、
「
や
む
を
得
な
い

事
由
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
戸
籍
法
自
体
が
、
命
名
に
お
い
て
、
使
用
文
字
だ
け
で
は
な
く
、
名
の
意
味
・
内
容
を

吟
味
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
親
の
命
名
に
つ
い
て
は
被
命
名
者
で
あ
る
子
の
利
益
を
著
し

く
損
な
う
名
と
か
、
子
の
人
格
を
冒
漬
す
る
よ
う
な
名
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
先

の
よ
う
に
述
べ
て
、
行
政
的
規
制
の
及
ぶ
こ
と
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
「
戸
籍
法
上
、
出
生
子
の
命
名
に
つ
い
て
は
一
定
の
文
字
の
使
用

を
禁
じ
る
以
外
は
、
直
接
の
法
的
規
制
が
存
し
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
親
（
父
母
）
の
命
名
権
は
原
則
と
し
て
自
由
に
行
使
で
き
、

従
っ
て
、
市
町
村
長
の
命
名
に
つ
い
て
の
審
査
権
も
形
式
的
審
査
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
形
式
の
ほ
か
内
容
に
も
及
び
、
実
質
的
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判
断
ま
で
も
許
容
す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
が
、
例
外
的
に
は
、
親
権
へ
命
名
権
）
の
濫
用
に
亙
る
よ
う
な
場
合
や
社
会
通
念
上
明

ら
か
に
名
と
し
て
不
適
当
と
見
ら
れ
る
と
き
、
一
般
の
常
識
か
ら
著
し
く
逸
脱
し
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
、
名
の
持
つ
本
来
の
機
能
を

著
し
く
損
な
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
（
市
町
村
長
）
に
お
い
て
そ
の
審
査
権
を
発
動
し
、
と
き
に
は
名
前
の
受
理
を

拒
否
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
戸
籍
法
の
基
本
精
神
に
照
ら
し
て
、
同
法
五
〇
条
の
『
常
用
平
易
の
文

字
』
の
意
味
を
杓
子
定
規
に
解
す
る
の
で
は
な
く
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
若
干
解
釈
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
（
類
推
解
釈
）
も
や
む
を
得

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
戸
籍
法
五
〇
条
を
根
拠
と
し
て
、
子
の
名
前
に
関
す
る
例
外
的
な
行
政
的
介
入
の
余
地
を
認
め

た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
で
、
「
濫
用
、
社
会
通
念
、
一
般
の
常
識
等
の
概
念
は
、
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
一
義
的
で
は

な
く
、
各
人
に
よ
り
、
解
釈
が
分
か
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
か
ら
出
生
届
受
付
等
に
際
し
て
は
、
行
き
過
ぎ
た
規
制
、
指

導
等
の
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
」
る
と
指
摘
し
、
「
命
名
の
自
由
」
に
対
す
る
慎
重
で
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
述
べ
て
、
最
終
的
に
は
、

戸
籍
事
務
管
掌
者
の
審
査
権
と
親
の
命
名
権
と
の
調
和
を
図
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
原
則
論
と
し
て
は
妥
当
な
審
判

の
説
示
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
次
の
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
が
例
外
的
に
規
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

著
し
く
不
適
切
な
名
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
結
論
的
に
言
え
ば
、
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
、
審
判
は
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
が
先
に
述
べ
た
例
外
的
に
規
制
を
受
け
る
場
合
に
あ

た
る
と
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
よ
う
な
場
合
、
「
悪
魔
」
と
い
う
名
が
社

会
通
念
上
明
ら
か
に
名
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
場
合
、
一
般
の
常
識
か
ら
著
し
く
逸
脱
し
て
い
る
場
合
、
名
の
持
つ
本
来
の
機
能
を
著

し
く
損
な
う
よ
う
な
場
合
に
、
名
前
の
受
理
を
拒
否
で
き
る
と
し
て
、
命
名
に
関
す
る
行
政
的
介
入
も
許
さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
、
子
本
人
の
社
会
的
適
応
と
い
う
観
点
か
ら
、
命
名
が
親
権
の
濫
用
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
「
悪
魔
」

と
い
う
名
前
の
是
非
に
つ
い
て
直
接
的
な
判
断
を
避
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
審
判
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
父
親
の
命
名
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の
理
由
は
、
こ
の
命
名
に
よ
っ
て
人
か
ら
注
目
さ
れ
刺
激
を
受
け
て
、
こ
れ
を
バ
ネ
に
向
上
が
は
か
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
「
申
立
人
の
上
記
命
名
の
意
図
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
申
立
人
の
い
う
本
件
命
名
に
起
因
す
る
刺

激
（
プ
レ
ッ
シ
ャ
）
を
プ
ラ
ス
に
跳
ね
返
す
に
は
、
世
間
通
常
求
め
ら
れ
る
以
上
の
並
々
な
ら
ぬ
気
力
が
必
要
と
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
長
男
に
は
そ
れ
が
備
わ
っ
て
い
る
保
証
は
何
も
な
く
、
申
立
人
自
身
が
、
上
記
の
と
お
り
本
件
命
名
に
起
因
す
る
刺
激
の
た
め
に
、

勤
務
先
を
退
職
し
て
い
る
こ
と
等
よ
り
し
て
も
、
本
件
命
名
が
申
立
人
の
意
図
と
は
逆
に
、
苛
め
の
対
象
と
な
り
、
ひ
い
て
は
事
件
本

人
の
社
会
不
適
応
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
十
分
あ
り
う
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
本
件
『
悪
魔
」
の
命
名
は
、
本
件
出
生
子

の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
命
名
権
の
濫
用
で
あ
っ
て
、
前
記
の
、
例
外
的
に
名
と
し
て
そ
の
行
使
を
許
さ
れ
な
い
場
合
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
従
っ
て
、
本
件
命
名
に
つ
き
昭
島
市
長
が
戸
籍
事
務
管
掌
者
と
し
て
疑
問
を
呈
し
、
「
悪
魔
」
を
や
め
て
他
の
名
に
す
る
こ
と
を

示
唆
（
所
謂
窓
口
指
導
）
し
て
も
、
命
名
者
が
こ
れ
に
従
わ
ず
、
あ
く
ま
で
も
受
理
を
求
め
る
と
き
に
は
、
本
件
命
名
は
不
適
法
と
し

て
受
理
を
拒
否
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
事
案
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
親
の
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
と
認
め
て
い
る
。

　
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
審
判
は
、
概
略
で
言
え
ば
、
昭
島
市
長
が
出
生
届
を
受
理
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
職

権
で
戸
籍
か
ら
名
の
記
載
の
抹
消
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
、
「
悪
魔
」
と
い
う
名
を
抹
消
し
た
市
長
の
処
分
は
違
法
・
無

効
で
あ
り
、
「
悪
魔
」
の
名
の
記
載
を
復
活
さ
せ
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
示
し
た
。
昭
島
市
側
は
、
出
生
届
を
受
け
付
け
、

戸
籍
の
該
当
欄
に
「
悪
魔
」
と
記
載
し
た
が
、
市
長
印
の
押
捺
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
「
悪
魔
」
と
い
う
名
の
受
理
手
続

き
を
保
留
し
た
こ
と
と
し
、
戸
籍
の
名
の
欄
に
は
「
名
未
定
」
の
文
字
を
加
入
し
、
「
悪
魔
」
の
文
字
を
誤
記
を
理
由
と
し
て
節
線
を
施

し
抹
消
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
審
判
は
ま
ず
事
実
関
係
に
つ
い
て
出
生
届
の
受
理
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
明

ら
か
と
し
た
。
出
生
届
出
の
受
け
付
け
な
い
し
受
理
の
前
後
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
出
生
届
の
う
ち
「
悪
魔
」
と
い
う
名
の
部
分
の

み
を
分
離
し
て
未
受
理
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
市
長
印
の
未
押
捺
を
も
っ
て
未
受
理
の
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
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し
た
。
そ
の
上
で
、
今
回
の
よ
う
に
本
来
受
理
す
べ
き
で
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
方
的
に
職
権
で
戸
籍
訂
正
を
お
こ
な
う
べ
き
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
届
出
人
に
対
し
て
戸
籍
訂
正
の
申
請
を
促
す
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
　
籍
下
五
〇
条
、
同
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
違
反
す
る
制
限
外
の
文
字
を
子
の
名
に
用
い
た
出
生
届
を
誤
っ
て
受
理
し
た
と
き
は
、

届
出
人
に
戸
籍
訂
正
の
申
請
を
促
し
、
追
完
の
催
告
を
す
べ
く
、
届
出
人
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
戸
籍
に
そ
の
ま
ま
記
載
す
る

ほ
か
な
く
、
職
権
に
よ
り
消
除
し
た
り
、
別
の
文
字
・
字
体
を
記
載
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
一
般
論
を
展
開
し
、
戸
籍
法

上
違
法
で
、
本
来
受
理
す
べ
き
で
な
い
「
悪
魔
」
と
い
う
名
で
あ
っ
て
も
既
に
受
理
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
申
立
人
が
戸
籍
の
訂
正

に
応
じ
な
い
限
り
、
戸
籍
の
記
載
は
そ
の
ま
ま
に
す
る
ほ
か
は
な
く
、
昭
島
市
長
の
「
悪
魔
」
と
い
う
名
の
抹
消
処
分
は
明
ら
か
に
違

法
で
、
無
効
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
る
。

　
東
京
家
庭
裁
判
所
八
王
子
支
部
は
、
こ
の
よ
う
に
一
方
で
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
を
子
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
不
適
当
で
あ
り
、

親
の
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
場
合
と
認
め
、
両
親
の
主
張
を
排
斥
し
な
が
ら
、
他
方
で
戸
籍
の
取
り
扱
い
実
務
の
形
式
性
を
理
由
と

し
て
両
親
の
申
し
立
て
を
容
認
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
審
判
は
し
ろ
う
と
に
は
分
か
り
に
く
い
中
途
半
端
な
も
の
と
う

つ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
法
律
的
に
は
こ
の
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
事
件
審
判
の
結
論
を
左
右
す
る
決
定
的
な
論
点
は
最
終
的
に
は
戸
籍
取
り
扱
い
事
務
手
続
き
に

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
審
判
で
問
題
と
な
っ
た
戸
籍
取
り
扱
い
上
の
論
点
は
、
本
件
の
よ
う
な
昭
島
市
に
よ
る
戸
籍
事
務
の
取
り
扱

い
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
、
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
の
部
分
を
含
み
出
生
届
は
受
理
さ
れ
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
か
否
か
、

「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
を
違
法
な
名
前
と
し
て
誤
記
を
理
由
に
職
権
に
よ
る
抹
消
が
許
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
市
長
印
の
押
捺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
V

の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
な
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　
確
か
に
、
出
生
子
の
名
前
の
記
載
の
な
い
出
生
届
を
受
理
し
た
場
合
に
、
名
前
を
未
定
と
し
て
届
出
人
に
名
前
を
追
完
さ
せ
て
記
載
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（
4
）

し
、
こ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
出
生
自
体

の
届
出
と
出
生
子
の
名
前
の
部
分
と
を
切
り
離
し
て
処
理
す
る
こ
と
自
体
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
市

長
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
単
に
慣
例
と
し
て
翌
日
に
押
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
届
出
書
は
受
け
付
け
ら
れ
受
理
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
く
つ
が
え
す
証
拠
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
の
点
に
つ
い
て
議
論
の
余
地
は
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
違
法
な
本
来
受
理
さ
れ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
届
出
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
っ

た
ん
な
さ
れ
た
戸
籍
の
記
載
を
職
権
で
一
方
的
に
訂
正
す
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
勝
手
に

届
け
出
た
名
の
文
字
が
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
制
限
外
の
文
字
を
用
い
た
名
を

付
け
た
出
生
届
出
で
も
、
誤
っ
て
受
理
さ
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
後
で
そ
の
あ
や
ま
ち
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
戸
籍
に
記
載
す
る
前

な
ら
ば
、
届
出
人
に
制
限
内
の
文
字
を
使
用
す
る
よ
う
に
追
完
の
催
告
を
す
る
べ
き
で
あ
り
、
届
出
人
が
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
そ
の

ま
ま
戸
籍
の
記
載
を
す
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
戸
籍
先
例
の
立
場
で
あ
る
し
、
戸
籍
の
記
載
後
で
あ
れ
ば
所
定
の
戸
籍
訂
正
の
手
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

き
を
採
る
ほ
か
な
く
、
職
権
で
訂
正
を
す
る
の
は
相
当
で
な
い
と
い
う
の
が
戸
籍
実
務
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
戸
籍
に
法
律
上

許
さ
れ
な
い
記
載
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
戸
籍
法
二
四
条
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
長
は
ま
ず
届
出
人
ま
た
は
事
件
本
人
に
そ
の
旨
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
知
を
し
て
も
訂
正
の
申
請
が
な
い
と
き
に
は
監
督
法
務
局
長
ま
た
は
地
方
法
務
局
長
の
許
可
を
得
て
訂
正

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
ま
ず
に
、
市
町
村
長
の
職
権
に
よ
っ
て
「
方
的
に
戸
籍
の
記

載
を
抹
消
し
た
り
、
消
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
手
続
き
の
公
正
さ
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
も
、
行
政

は
公
正
な
手
続
き
で
戸
籍
事
務
の
取
り
扱
い
に
臨
む
べ
き
で
あ
る
。
従
来
の
戸
籍
取
り
扱
い
実
務
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
し
て
、
今
回

の
審
判
の
態
度
は
是
認
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
戸
籍
法
二
四
条
所
定
の
手
続
き
に
し
た
が
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

戸
籍
の
記
載
の
抹
消
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
戸
籍
実
務
の
問
題
よ
り
も
、
行
政
の
介
入
の
是
非
や
親
の
命
名
権
の
濫
用
か
否
か
と
い
う
問
題
が
今
回
の
事
件
で
大

き
な
社
会
的
関
心
を
呼
ん
だ
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
法
律
的
問
題
関
心
と
社
会
的
問
題
関
心
の
あ
り
よ
う
が
若
干
ズ
レ

て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

「悪魔ちゃん」事件にみる命名の自由とその限界

（
1
）
　
三
村
芙
美
子
「
『
悪
魔
ち
ゃ
ん
』
命
名
事
件
に
寄
せ
て
」
亜
細
亜
法
学
二
九
巻
「
号
「
八
四
頁
、
読
売
新
聞
一
九
九
四
年
二
月
二
日
付
［
一
三
版
］
一

　
　
五
面
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
審
判
　
命
名
へ
の
行
政
関
与
に
波
紋
」
参
照
。

（
2
）
審
判
文
に
つ
い
て
は
、
判
例
時
報
一
四
八
六
号
五
六
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
四
四
号
七
五
頁
参
照
。

（
3
）
　
足
立
哲
「
『
悪
魔
」
ち
ゃ
ん
事
件
顛
末
記
」
民
事
法
情
報
九
一
号
五
頁
参
照
。

（
4
）
大
正
四
年
一
月
二
〇
日
民
事
五
四
号
法
務
局
長
回
答
、
大
正
六
年
八
月
二
五
日
民
事
九
二
四
号
法
務
局
長
回
答
、
昭
和
三
四
年
六
月
二
二
日
民
事
甲
一

　
　
三
〇
六
号
民
事
局
長
回
答
な
ど
。

（
5
）
　
た
と
え
ば
、
足
立
「
『
悪
魔
」
ち
ゃ
ん
事
件
顛
末
記
」
民
事
法
情
報
九
一
号
五
頁
。

（
6
）
　
こ
の
よ
う
な
戸
籍
先
例
と
し
て
、
昭
和
三
九
年
九
月
九
日
置
事
甲
第
三
〇
一
九
号
民
事
局
長
回
答
、
昭
和
五
七
年
」
○
月
八
日
民
二
第
六
ニ
ニ
一
号
民

　
　
事
局
第
二
課
長
回
答
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
富
山
家
庭
裁
判
所
昭
和
四
四
年
六
月
一
三
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
二
二
巻
四
号
七
四
頁
な
ど
。

　
　
こ
れ
に
つ
い
て
、
法
務
省
民
事
局
法
務
研
究
会
編
「
実
務
戸
籍
法
（
改
訂
版
ご
（
民
事
法
務
協
会
、
一
九
九
〇
年
）
七
六
頁
参
照
。
し
か
し
、
石
川
稔
教

　
　
授
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
戸
籍
先
例
は
当
用
漢
字
の
正
字
を
用
い
た
届
出
を
誤
っ
て
受
理
し
た
事
例
で
あ
り
、
ま
だ
戸
籍
に
記
載
さ
れ

　
　
る
前
の
事
例
で
あ
り
、
違
法
な
戸
籍
記
載
の
抹
消
が
で
き
な
い
こ
と
を
支
持
し
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
石
川
稔
「
「
悪
魔
」
と
命
名
す
る
こ
と
が

　
　
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
か
」
「
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
M
1
0
」
八
八
頁
。
石
川
教
授
は
、
養
子
縁
組
届
出
の
事
例
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
配
偶
者
の

　
　
一
方
の
記
載
を
欠
い
た
届
出
を
誤
っ
て
受
理
し
、
戸
籍
に
記
載
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
誤
っ
て
受
理
さ
れ
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
後
で
は
、
戸
籍
法

　
　
二
四
条
一
項
お
よ
び
二
項
に
定
め
る
訂
正
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
訂
正
す
る
ほ
か
な
く
、
こ
れ
に
よ
ら
ず
に
戸
籍
の
記
載
を
消
除
し
不
受
理
扱
い
と
す

　
　
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
四
〇
年
二
月
二
三
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
一
七
巻
四
号
七
一
頁
を
挙
げ
、
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
事
件
審
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判
は
こ
の
審
判
に
し
た
が
っ
て
、
出
生
届
と
い
う
報
告
的
届
出
に
お
い
て
も
戸
籍
訂
正
の
手
続
き
を
経
ず
し
て
な
さ
れ
た
職
権
に
よ
る
訂
正
を
認
め
な

　
い
と
い
う
新
た
な
判
断
を
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

（
7
）
　
石
川
稔
「
「
悪
魔
」
と
命
名
す
る
こ
と
が
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
か
」
『
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
恥
1
0
一
八
九
頁
参
照
。

三
　
親
の
命
名
の
権
利
と
そ
の
制
限

22巻3・4号88

　
子
に
名
を
つ
け
る
権
利
が
誰
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
民
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
戸
籍
法
に
も
規
定
が
な
い
。
し

か
し
、
戸
籍
法
五
二
条
が
出
生
届
出
義
務
者
を
父
母
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
父
母
が
命
名
し
て
出
生
届
出
を
お
こ
な
う
こ
と
を
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

然
の
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
、
親
の
命
名
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
八
王
子
支
部
審
判
に
お
い
て
も

指
摘
し
た
よ
う
に
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
命
名
行
為
を
親
の
親
権
の
一
部
と
し
て
子
の
た
め
に
権
限
を
行
使
す
る
と
理

解
し
、
こ
れ
に
よ
り
親
は
自
由
に
子
の
た
め
に
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
が
あ
り
、
通
説
的
な
立
場
で
あ
る
と
考
え
て

（
2
）

よ
い
。
命
名
行
為
を
親
権
の
作
用
の
一
部
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
考
え
で
は
、
命
名
は
親
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
か
ら
、
法
令
の
制
限
に
違
反
し
な
い
限
り
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
は
出
生
届
を
受
理
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
命
名
は
命
名
さ

れ
る
子
の
固
有
の
権
利
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
命
名
を
子
の
人
格
権
の
一
つ
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
立
場
で
も
、
子
の
固
有
の
権
利
を
親
権
者
で
あ
る
親
が
代
理
し
て
行
使
す
る
と
い
う
蒐
耀
と
、
親
権
者
で
あ
る
親
が
事
務
管
理
的

に
代
行
す
る
と
い
う
昆
劇
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
も
子
の
権
利
・
利
益
を
実
現
す
る
と
い
う
目
的
に
し
た
が

っ
た
親
の
命
名
行
為
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
親
権
者
が
個
人
的
な
好
み
を
い
れ
て
恣
意
的
な
命
名
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
と
に
な
り
、
子
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
の
命
名
へ
の
制
限
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。



「悪魔ちゃん」事件にみる命名の自由とその限界

　
第
二
の
見
解
は
も
ち
ろ
ん
、
第
「
の
見
解
に
お
い
て
も
、
子
の
利
益
を
害
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
子
の
名
前
は
そ
の
子
の
人
格
権
の
一
部
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
権
利
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
子
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

や
福
祉
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
多
く
の
論
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
の
利
益
に
反
す
る
よ
う
な
命
名
行
為

が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
親
権
の
濫
用
と
判
断
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
問
題
は
、
仮
に
、
親
の
命
名
が
子
の
利
益

を
害
す
る
よ
う
な
場
合
で
、
命
名
権
の
濫
用
と
い
え
る
場
合
に
、
行
政
的
介
入
を
認
め
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
に
出
生
届
の
受
理
を
拒
否

す
る
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

（
1
）
　
た
と
え
ば
、
久
貴
忠
彦
「
親
族
法
」
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
四
年
）
三
六
七
頁
、
谷
口
知
平
「
戸
籍
法
（
新
版
ご
（
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
目
一
二

　
　
一
頁
な
ど
。

（
2
）
　
「
大
阪
家
庭
裁
判
所
家
事
部
決
議
録
』
（
有
斐
閣
、
一
九
六
〇
年
）
二
四
〇
頁
、
久
貴
忠
彦
「
親
族
法
」
三
六
七
頁
な
ど
。

（
3
）
　
田
中
実
「
命
名
の
法
理
」
慶
応
義
塾
大
学
法
学
研
究
三
七
巻
一
〇
号
一
六
頁
以
下
、
高
梨
公
之
「
日
本
婚
姻
法
史
論
一
（
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）
二

　
　
九
八
頁
。

（
4
）
　
戒
能
通
孝
「
子
を
命
名
す
る
権
利
と
義
務
」
「
家
族
法
の
諸
問
題
」
三
三
九
頁
。

（
5
）
　
田
中
実
「
命
名
の
法
理
」
慶
応
義
塾
大
学
法
学
研
究
三
七
巻
一
〇
号
一
七
頁
、
中
川
淳
「
「
悪
魔
」
と
命
名
す
る
こ
と
は
命
名
権
の
濫
用
と
い
え
る
か
」

　
　
判
例
時
報
一
五
〇
三
号
二
三
一
頁
参
照
。

（
6
）
　
野
田
愛
子
「
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
の
子
供
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
二
号
七
一
頁
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
趣
旨
に
沿
っ
て
考
え
る
と
命
名
権
は
子

　
　
の
人
格
権
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
父
母
が
代
行
す
る
と
い
う
考
え
が
優
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
同
旨
、
三
村
芙
美
子
「
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
』
命

　
　
名
事
件
に
寄
せ
て
」
亜
細
亜
法
学
二
九
巻
一
号
一
八
七
頁
。
な
お
、
出
口
顯
「
名
前
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
i
」
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
五
）
一
二
八
頁

　
　
以
下
で
は
、
こ
の
事
件
で
名
づ
け
の
も
つ
他
者
性
と
暴
力
性
が
露
呈
し
、
そ
れ
に
人
々
が
あ
わ
て
た
の
だ
と
指
摘
し
、
名
づ
け
の
も
つ
文
化
的
意
味
を
考

　
　
慮
す
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
加
藤
尚
武
『
応
用
倫
理
学
の
す
す
め
一
（
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
四
年
〉
五
二
頁
以
下
で
は
、
子
の
命
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名
が
親
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
子
の
最
大
の
利
益
の
代
弁
者
が
親
で
あ
る
と
い
う
常
識
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

四
　
名
に
関
す
る
法
的
規
制
と
戸
籍
事
務
管
掌
者
の
審
査
権

親
が
ど
ん
な
名
で
も
つ
け
て
よ
い

　
人
の
名
に
関
す
る
法
的
な
規
制
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
戸
籍
法
上
〇
条
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
よ
る
名
に
用
い

る
こ
と
の
で
き
る
文
字
の
範
囲
に
関
す
る
制
限
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
戸
籍
法
号
〇
条
は
子
の
名
に
つ
い
て
「
常
用
平
易
な
文
字
」
を

用
い
る
こ
と
を
要
求
し
、
こ
れ
を
受
け
て
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が
名
に
用
い
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
「
常
用
漢
字
、
人
名
用
漢
字
、

平
仮
名
、
片
仮
名
」
の
使
用
を
認
め
、
一
定
の
制
限
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
限
を
付
け
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
、
個
人
の

表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で
も
な
く
、
幸
福
を
追
及
す
る
権
利
を
定
め
た
憲
法
＝
二
条
に
も
違
反
し
な
い
と
の
判
断
が
定
着
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
限
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
「
名
づ
け
文
字
を
あ
る
範
囲
に
制
限
す
る
こ
と
は
公
共
の
福
祉
の

　
　
　
　
　
（
2
）

た
め
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
。
つ
ま
り
、
一
般
社
会
に
お
い
て
日
常
使
用
す
る
こ
と
の
少
な
い
文
字
と
か
、
読
み
難
い

文
字
な
ど
を
人
名
に
使
用
す
る
と
、
本
人
だ
け
で
は
な
く
社
会
公
共
生
活
の
面
で
も
種
々
の
不
都
合
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
「
公
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

的
な
目
的
で
社
会
生
活
上
の
支
障
を
排
除
す
る
た
め
一
定
の
範
囲
の
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
た
だ
文
字
に
つ
い
て
の
み
制
限
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
昭
和
三

八
年
一
一
月
九
日
決
定
の
事
案
で
は
、
夫
婦
間
に
生
ま
れ
た
娘
に
「
し
ん
こ
」
と
ふ
り
が
な
を
つ
け
た
「
伸
子
」
と
い
う
名
を
付
け
て
、

出
生
届
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
妻
の
名
が
「
伸
子
」
で
あ
り
、
同
一
の
文
字
に
な
る
た
め
、
同
一
戸
籍
内
の
同
名
は
不
適
当
で
あ
る
と
し

て
、
そ
の
出
生
届
の
受
理
が
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
届
出
人
か
ら
不
服
申
し
立
て
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
名
古
屋
高
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「悪魔ちゃん」事件にみる命名の自由とその限界

等
裁
判
所
は
こ
の
申
し
立
て
を
棄
却
」
旭
。
戸
籍
法
五
〇
条
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
の
規
定
を
文
理
通
り
に
理
解
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
制
限
は
「
文
字
」
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
子
に
「
し
ん
こ
」
と
い
う
ふ
り
が
な
つ
き
で
親
と
同

じ
文
字
の
「
伸
子
」
と
い
う
名
を
付
け
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
も
い
い
う
る
。
し
か
し
、
決
定
で
は
、
名
は
そ
の
人
を
特
定
す
る

公
の
呼
称
で
あ
る
か
ら
、
い
か
な
る
名
が
付
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
本
人
自
身
は
も
と
よ
り
世
人
は
利
害
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
指

摘
し
た
上
で
、
難
解
、
卑
狽
、
使
用
の
著
し
い
不
便
、
特
定
の
困
難
を
伴
う
よ
う
な
名
は
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で

あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
戸
籍
法
五
〇
条
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
は
そ
の
趣
旨
の
一
つ
の
現
れ
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
し
ん
こ
」
と
い
う
ふ
り
が
な
つ
き
の
「
伸
子
」
と
い
う
名
と
「
伸
子
」
と
は
ま
ぎ
ら
わ
し
い
名
で
あ
っ
て
世
人
が
同
一
戸
籍
内
の
「
伸

子
」
を
「
し
ん
こ
」
と
い
う
ふ
り
が
な
つ
き
の
「
伸
子
」
と
識
別
す
る
こ
と
、
「
し
ん
こ
」
と
い
う
ふ
り
が
な
つ
き
の
「
伸
子
」
を
特
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
本
人
も
生
涯
ふ
り
が
な
つ
き
の
名
と
い
う
わ
ず
ら
わ
し
さ
の
不
便
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
名
の
特
定
の
困
難
な
命
名
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
、
戸
籍
法
に
反
し
違
法
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
下
し

　
（
5
）

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
法
五
〇
条
の
趣
旨
は
、
単
に
使
用
す
る
文
字
の
制
限
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
は
ほ
ぼ
定
着
し

て
い
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
改
名
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
名
の
変
更
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
名
の
変
更
に
つ
い
て

「
正
当
な
事
由
」
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
近
所
に
同
姓
同
名
の
者
が
い
て
、
社
会
生
活
上
は
な
は
だ
し
く

支
障
が
あ
る
と
か
、
は
な
は
だ
し
く
難
解
・
難
読
な
文
字
を
用
い
た
名
等
で
社
会
生
活
上
支
障
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
例
と
し
て
考
え
ら

　
（
6
）

れ
る
が
、
子
の
名
の
命
名
の
際
に
も
社
会
生
活
上
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
今
回
の
よ
う
な
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
は

難
解
で
も
難
読
で
も
な
い
漢
字
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
近
所
に
同
名
の
者
が
い
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

社
会
生
活
に
お
い
て
支
障
の
あ
る
名
前
か
ど
う
か
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
名
前
が
原
因
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説論

と
な
っ
て
そ
の
子
が
い
じ
め
に
あ
う
こ
と
が
社
会
生
活
上
の
支
障
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
判
断
基
準
か
ら
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）

名
を
規
制
す
る
の
は
難
し
い
と
い
え
る
。

　
諸
外
国
で
は
、
「
子
の
最
善
の
利
益
」
と
い
う
観
点
か
ら
法
律
に
よ
っ
て
子
の
命
名
に
つ
い
て
規
制
を
設
け
て
い
る
例
も
あ
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
大
森
政
輔
氏
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
子
の
将
来
に
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
名
、
汚
い

名
や
の
ろ
わ
し
い
名
な
ど
は
出
生
登
録
を
拒
否
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
軽
蔑
さ
れ
る
よ
う
な
名
や
ば
か
ば
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
名
、
符
号
に
よ
る
名
、
不
吉
な
名
、
不
道
徳
な
名
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
子
の
利
益

と
い
う
観
点
か
ら
「
悪
魔
」
と
い
う
名
を
子
に
と
っ
て
不
利
益
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
受
理
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
名
前
を
規
制
す
る
根
拠
は
、
究
極
的
に
は
、
そ

の
名
の
持
つ
意
味
内
容
へ
の
法
的
評
価
へ
と
踏
み
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ま
ず
、
形
式
的
な
基
準
を
設
け
て
戸
籍
取
り
扱
い
の
窓
口
で
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
な
方
策
を
取
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
事
務
に
関
わ
る
行
政
官
で
さ
え
も
、
形
式
的
な
基
準
を
設
け
て
、
名
を
規
制

す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
か
ら
、
市
町
村
で
の
審
査
に
委
ね
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が

（
9
）

高
い
。
そ
う
す
る
と
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
の
裁
量
に
委
ね
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
審
査
権
の
範
囲
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
は
、
市
町
村
の
窓
口
に
お
い
て
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
の
審
査
権
の
範
囲
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
事
件
に
関
す
る
八
王
子
支
部
審
判
は
、
「
般

常
識
か
ら
著
し
く
逸
脱
し
、
社
会
通
念
上
明
ら
か
に
不
適
当
な
名
や
、
子
の
利
益
を
著
し
く
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
名
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

戸
籍
事
務
管
掌
者
が
審
査
権
を
発
動
し
て
、
名
の
受
理
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
に
実
質
的
審
査
権
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
批
判
が
あ
る
。
戸
籍
法
五
〇
条
こ
項
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
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則
六
〇
条
を
根
拠
に
、
今
回
の
「
悪
魔
」
に
つ
い
て
受
理
を
拒
否
で
き
る
権
限
を
認
め
る
こ
と
は
、
拡
大
解
釈
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

範
囲
と
の
批
判
が
あ
る
。
加
藤
一
郎
教
授
も
、
戸
籍
事
務
を
取
り
扱
う
者
が
個
々
の
名
を
子
の
利
益
に
反
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

受
理
・
不
受
理
を
決
定
す
る
よ
う
な
こ
と
を
戸
籍
法
は
予
定
し
て
い
な
い
と
い
う
趣
旨
の
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
戸
籍
事
務
を
取

り
扱
う
窓
口
に
お
い
て
画
一
的
な
処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
基
準
を
構
築
で
き
な
い
限
り
、
そ
の
場
そ
の
場
で
、
戸
籍
事
務
を
取
り

扱
う
者
の
裁
量
に
よ
っ
て
出
生
届
の
受
理
の
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
担
当
者
に
よ
っ
て
異
な
る
結
論
が
出
る
よ
う
な
こ
と

に
な
り
か
ね
ず
、
こ
れ
を
形
式
的
審
査
権
の
範
囲
に
あ
る
と
い
う
の
は
困
難
で
あ
る
。

（
1
）
　
大
里
知
彦
「
『
人
名
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
戸
籍
六
二
三
号
三
〇
頁
。
審
判
文
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
昭
和
五
八
年
一
〇
月
＝
二
日
決
定

　
家
庭
裁
判
月
報
三
六
巻
一
〇
号
七
七
頁
お
よ
び
東
京
高
等
裁
判
所
昭
和
二
六
年
四
月
九
日
決
定
を
引
用
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
判
決
で
は
、
戸
籍
法
が

　
戸
籍
上
の
氏
名
と
異
な
る
氏
名
を
呼
称
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
個
人
の
氏
名
選
択
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い

　
　
と
述
べ
て
い
る
。

（
2
）
　
戒
能
通
孝
「
子
を
命
名
す
る
権
利
と
義
務
」
『
家
族
法
の
諸
問
題
」
三
四
二
頁
。

（
3
）
　
た
と
え
ば
、
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
三
八
年
二
月
二
八
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
一
五
巻
九
号
二
二
五
頁
。
こ
の
審
判
は
、
名
の
変
更
申
し
立
て
事
件
で

　
　
あ
り
、
数
一
〇
年
間
通
名
と
し
て
使
用
し
て
き
た
名
へ
の
変
更
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
名
の
一
部
が
常
用
平
易
な
文
字
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
も

　
　
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
変
更
の
申
し
立
て
を
却
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
高
等
裁
判
所
民
事
判
例
集
一
六
巻
八
号
六
六
四
頁
、
判
例
時
報
三
六
一
号
五
二
頁
参
照
。

（
5
）
な
お
、
こ
の
届
出
人
は
そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
子
に
つ
い
て
自
分
の
名
で
あ
る
「
朗
」
に
「
ほ
が
ら
」
と
い
う
ふ
り
が
な
を
つ
け
た
出
生
届
出
を
お
こ

　
　
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
受
理
を
拒
否
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
た
め
一
層
こ
の
問
題
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
決
定

　
　
の
事
案
に
関
連
し
て
、
同
＝
　
籍
内
で
の
同
名
の
許
否
と
い
う
問
題
と
同
時
に
、
そ
も
そ
も
ふ
り
が
な
つ
き
の
名
が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
論

　
　
点
と
な
り
う
る
。
多
く
の
論
者
は
同
＝
戸
籍
内
の
同
名
に
つ
い
て
は
認
め
な
い
と
す
る
が
、
木
村
健
助
「
親
の
名
に
ふ
り
が
な
を
つ
け
た
子
の
名
」
法
律
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時
報
三
六
巻
五
号
（
一
九
六
四
年
）
七
八
頁
は
こ
の
決
定
を
妥
当
と
は
し
な
が
ら
も
「
同
歯
同
名
を
も
っ
て
違
法
で
あ
る
と
ま
で
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
、

　
　
少
し
疑
問
を
も
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ふ
り
が
な
つ
き
の
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
字
に
全
く
あ
り
え
な
い
音
訓
に
よ
る
ふ
り
が
な
は
認

　
　
め
な
い
も
の
の
、
ふ
り
が
な
つ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
届
を
受
け
付
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
実
務
的
な
取
り
扱
い
で
あ
る
。
な

　
　
お
、
木
村
・
前
掲
法
律
時
報
三
六
巻
五
号
七
九
頁
は
ふ
り
が
な
つ
き
の
命
名
を
違
法
と
し
、
宮
井
忠
夫
「
自
分
の
妻
の
名
に
ふ
り
が
な
を
つ
け
た
字
を
子

　
　
の
名
と
す
る
出
生
届
の
適
否
」
同
志
社
法
学
八
九
号
（
一
九
六
四
年
）
七
四
頁
以
下
は
、
ふ
り
が
な
つ
き
の
意
味
を
考
慮
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る

　
　
と
し
、
単
純
に
ふ
り
が
な
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
た
と
え
ば
、
山
主
政
幸
「
氏
名
の
変
更
」
同
「
家
族
法
論
集
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
六
二
年
）
四
三
頁
以
下
で
は
詳
し
く
分
類
さ
れ
て
解
説
さ
れ
て

　
　
い
る
。

（
7
）
　
野
田
愛
子
「
『
悪
魔
』
と
い
う
名
前
の
子
供
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
二
号
七
二
頁
は
、
悪
魔
と
い
う
名
前
に
よ
っ
て
そ
の
子
が
か
ら
か
い
や
い
じ
め
の

　
　
対
象
と
な
り
、
つ
ら
い
思
い
を
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、
も
し
、
い
じ
め
に
あ
う
こ
と
が
社
会
生
活
上
の
支
障
で
あ
る
と
す

　
　
る
と
、
名
前
を
理
由
と
す
る
い
じ
め
を
当
然
な
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
い
じ
め
に
あ
う
可

　
　
能
性
が
高
い
か
ら
子
の
利
益
を
害
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
実
利
的
に
は
と
も
か
く
、
教
育
的
理
想
か
ら
は
、
不
適
切
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
8
）
大
森
政
輔
「
子
の
名
に
用
い
る
文
字
の
取
扱
い
に
関
す
る
民
事
行
政
審
議
会
の
答
申
及
び
そ
の
実
施
に
つ
い
て
」
戸
籍
四
四
一
号
一
九
頁
以
下
（
一
九

　
　
八
一
年
）
参
照
。

（
9
）
　
大
里
知
彦
「
『
人
名
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
戸
籍
六
二
三
号
三
四
頁
。

（
1
0
）
　
大
里
知
彦
「
『
人
名
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
戸
籍
六
二
三
号
三
八
頁
は
、
こ
の
審
判
の
態
度
を
支
持
し
、
出
生
届
の
受
理
前
に
名
に
つ
い
て
の
指
導
も

　
　
許
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
里
氏
は
こ
の
審
査
権
を
形
式
的
審
査
権
の
範
囲
内
の
も
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
六
年
三
月
七

　
　
日
民
事
局
第
二
課
補
佐
官
事
務
連
絡
を
挙
げ
、
同
様
な
問
題
が
生
じ
、
不
受
理
処
分
に
し
ょ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
監
督
法
務
局
に
照
会
す

　
　
る
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
1
1
）
　
石
川
稔
「
『
悪
魔
』
と
命
名
す
る
こ
と
が
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
か
」
『
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
恥
1
0
」
八
九
頁
。
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（
1
2
）
加
藤
「
郎
「
『
悪
魔
』
騒
ぎ
を
考
え
る
」
法
学
教
室
「
六
四
号
九
八
頁
参
照
。

お
わ
り
に

「悪魔ちゃん」事件にみる命名の自由とその限界

　
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
が
一
般
的
な
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
多
く
の
人
が
感
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
賛
否
両
論
が
あ
り
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
し
、
子
へ
の
命
名
は
ま
さ
に
親
の
常
識
的
判
断
に
委
ね
る
し

か
な
く
、
他
人
が
そ
れ
に
介
入
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
子
の
利
益
を
害
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
将
来
の
見
込
み
を

勝
手
に
予
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
い
じ
め
に
あ
う
こ
と
を
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
主
張
す
る
考
え
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ
る

　
　
（
1
）

を
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
届
出
を
受
け
付
け
る
行
政
の
窓
口
が
、
戸
籍
法
が
定
め
て
い
る
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
権
限
を
越
え
て
、
子
の
名
前
の
持
つ
意
味
内
容
に
関
し
て
実
質
的
な
審
査
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
窓
口
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
と
感
じ
た
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
も
届
出
人
で
あ
る
親
に
対
す
る
説
明
と
説
得
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
な
う
べ
き
で
あ
り
、
親
が
そ
れ
に
応
じ
な
い
限
り
は
届
出
を
受
理
す
る
し
か
な
い
と
考
え
る
。
仮
に
、
親
の
命
名
が
親
権
の
濫
用
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

あ
る
と
い
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
命
名
行
為
そ
の
も
の
を
行
政
窓
口
に
お
い
て
規
制
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
規
制
す
る
法
的
根
拠
が
明

確
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
審
査
権
を
発
動
す
る
こ
と
は
越
権
行
為
と
い
え
る
と
思
う
。

　
子
の
名
前
が
珍
奇
・
難
解
で
あ
る
と
い
う
と
き
に
は
、
改
名
と
い
う
手
段
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
問
題
が
生
じ
て
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

う
し
て
も
そ
の
名
前
で
は
不
適
当
だ
と
い
う
場
合
に
は
、
改
名
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
が
不
適
当
な
名

前
で
あ
る
と
思
う
か
ど
う
か
、
そ
の
判
断
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
事
者
自
身
が
考
え
る
し
か
な
い
問
題
と
思
う
。

　
（
1
）
　
石
川
稔
「
『
悪
魔
』
と
命
名
す
る
こ
と
が
命
名
権
の
濫
用
に
あ
た
る
か
」
『
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
喩
1
0
』
八
九
頁
。
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（
2
）
　
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
事
件
に
発
展
し
た
の
は
、
最
初
の
父
親
か
ら
の
電
話
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
「
支
障
が
な
い
」
と
回
答
し
た
こ
と
に
原
因
が

　
　
あ
る
わ
け
で
あ
る
し
、
戸
籍
に
記
載
し
た
後
に
、
親
に
何
も
説
明
を
す
る
こ
と
な
く
職
権
で
「
悪
魔
」
の
名
前
を
消
除
す
る
な
ど
、
一
方
的
な
行
政
の
態

　
　
度
に
親
が
反
感
を
持
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
手
続
き
を
踏
ん
で
、
親
へ
の
説
明
と
説
得
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
、
違
っ

　
　
た
解
決
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
加
藤
尚
武
『
応
用
倫
理
学
の
す
す
め
」
五
六
頁
以
下
も
結
論
的
に
は
同
趣
旨

　
　
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
中
川
淳
「
「
悪
魔
」
と
命
名
す
る
こ
と
は
命
名
権
の
濫
用
と
い
え
る
か
」
判
例
時
報
一
五
〇
三
号
二
三
二
頁
は
、
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
が
子
の
利
益
・

　
　
福
祉
と
い
う
視
点
か
ら
み
て
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
指
摘
す
る
が
、
命
名
権
の
濫
用
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
裁
判
所
で
あ
り
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
に
は
実

　
　
質
的
審
査
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
の
ま
ま
受
理
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
4
）
　
野
田
愛
子
「
「
悪
魔
」
と
い
う
名
前
の
子
供
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
二
号
七
三
頁
、
加
藤
一
郎
「
「
悪
魔
」
騒
ぎ
を
考
え
る
」
法
学
教
室
一
六
四
号
九
八

　
　
頁
。
中
川
淳
「
「
悪
魔
』
と
命
名
す
る
こ
と
は
命
名
権
の
濫
用
と
い
え
る
か
」
判
例
時
報
一
五
〇
三
号
二
三
二
頁
は
、
こ
の
改
名
の
申
し
立
て
が
で
き
る

　
　
者
の
範
囲
を
拡
大
し
て
、
児
童
相
談
所
長
や
検
察
官
を
加
え
る
こ
と
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
て
い
る
。

22巻3・4号96


